
令和６年度エコたび栃木プロジェクト「エコたびチャレンジ」優秀校の取組概要 

令和７(2025)年２月 栃木県環境森林部資源循環推進課 

 

 

 

 

学校名 大田原市立大田原小学校 児童数 111 名 

【取組ポイント】 

○エコたび活動の報告会を実施 

○エコたび活動報告書を校内に掲示し、 

取組を発信 

○環境に配慮したお土産を選択 

 

【取組をとおして】 

 環境意識の定着が見られた。 

 例：家庭でもエコバックの使用や 

食品ロスを意識 

【写真】 

学校名 作新学院小学部 児童数 69 名 

【取組ポイント】 

○オリジナルゲーム「エコビンゴ」の実施 

○「エコたび修学旅行発表会」の実施 

○お土産品は環境を配慮した商品を選択 

 

【取組をとおして】 

 環境保護に対する意識が高まった。 

 例：ペットボトル、アルミ缶、使い捨て 

コンタクトレンズ容器の回収 

【写真】 

３.エコたびチャレンジ優秀校の取組み 

 県内小・中学校又は県内に宿泊する県外の小・中学校の修学旅行生を対象に、①～③に取り組む。 

①歯ブラシ持参、②マイバッグ・マイボトル使用、③食べきり 

１.エコたび栃木プロジェクトの概要 

 上記①～③に加えて学校独自のエコな活動に取り組む。 

２.エコたびチャレンジの概要 

 参加校 151 校 

「プラスチックとの上手な付き合い方」や「食品ロスの削減」など環境にやさしい取組を実践 

エコたびチャレンジ参加校 65校 

そのうち優秀校５校を決定（木製表彰状を贈呈） 

▲ 木製表彰状（イメージ） 

授業参観で保護者に 

取組内容を発表 

エコたび活動報告会 

エコたび活動報告書 

オリジナルゲーム「エコビンゴ」 



 

 

 

学校名 栃木市立大平南中学校 生徒数 160 名 

【取組ポイント】 

○嵐山観光協会、京都市観光課と共同企画に 

よるごみ拾いの実施 

○修学旅行で出たごみを回収（見える化） 

○学校祭で環境問題について展示 

 

【取組をとおして】 

 ごみを分別して捨てること、ごみをそもそも

出さないことなどの意識が高まった。 

【写真】 

学校名 那須烏山市立境小学校 児童数 11 名 

【取組ポイント】 

○「エコたびチャレンジカード」の作成 

○授業参観で取組結果を発表 

○お土産はエコマーク付きの商品を選択 

 

【取組をとおして】 

 環境に配慮した行動変化が見られた。 

 例：家庭でもエコバックを使用、エコマーク

付きの商品を選択するよう心掛け 

 

【写真】 

学校名 真岡市立大内中学校 生徒数 49 名 

【取組ポイント】 

○生徒が企画し、宿泊地近くの琵琶湖畔で 

ごみ拾いを実施 

○食事の際は、残さず食べることを意識し、 

呼びかけや生徒自身が片付けを実施 

 

【取組をとおして】 

 ごみ拾いなどのクリーン活動への意欲が 

高まった。 

【写真】 

嵐山でのごみ拾い活動 

学校際での展示 

配布されたエコバックを使用 

エコたびチャレンジカード 

琵琶湖畔でごみ拾いを実施 

食品ロスを出さないよう呼びかけ 


